
NO.20
きれいな花びら見て見て！
　4月2日桜の花が満開の南保育所では、春の穏やかな青空の下、「待ってました」と子どもたちが保育室から飛び出してきました。

楽しみにしていたあこがれの年長さんになれてとてもうれしそうでした。

2月定例会の概要

市政に対する一般質問

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp

ソイインキ（大豆油インキ）を
使用しています。
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常任委員会レポート

平成21年4月15日
NO.20

5月臨時会、6月定例会のお知らせ・意見書 ほか

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機
を利用し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機を用意して
いますので、議会事務局へ声をおかけください。

【場　所】 市役所5階議場または各委員会室
【時　間】  午前9時から
 （6月定例会の最終日については、
　　　　  午後1時30分からを予定しています。）
【日　程】 ＜5月臨時会＞
 5月 14日 （木） 議長選挙、常任委員の選任等

 ＜6月定例会＞
 6月 2日 （火） 開会、議案の説明
  9日 （火） 市政に対する一般質問
  10日 （水） 市政に対する一般質問
  11日 （木） 市政に対する一般質問
  15日 （月） 議案の審査（常任委員会）
  　　16日 （火） 議案の審査（常任委員会）
　　　　　　 23日 （火） 委員長報告～採決、閉会

市議会のライブ中継を行っています

発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成21年4月15日

当日、市役所5階の議会事務局
で受付をします。

あなたも議会を傍聴してみませんか

市ホームページへアクセス！

　予想される東海地震に備えて、地震防災対策強化地域の関

係地方公共団体は、地震対策緊急整備事業計画に基づき、地震

対策を講じているところである。

　この計画は平成21年度末で期限切れを迎えるが、限られた

期間内に緊急に整備すべき必要最小限の事業をもって策定さ

れていることから、今後実施すべき事業が数多く残されている。

　また、近年の国内外における大地震により得られた教訓を踏

まえ、公共施設の耐震化、避難地・避難路の整備等をより一層推

進する必要が生じている。

　したがって、東海地震による災害から地域住民の生命と財産

の安全を確保するためには、地震対策緊急整備事業計画の充

実と期間の延長を図り、地震対策の一層の充実に努めていかな

ければならない。

　よって国においては、地震対策緊急整備事業計画の根拠となっ

ている「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事

業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の延長について、

特段の配慮をされるよう強く要望する。

衆・参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣他あてに提出しました。

意 見 書（要 旨）

会議録が検索できます

地震財特法の延長に関する意見書

5月臨時会、6月定例会は次のとおり行う予定です。

　
今
期
最
後
の
「
市
議
会

だ
よ
り
」
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。

　
シ
ン
プ
ル
で
読
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
を
目
標
と

し
て
、広
報
委
員
一
同「
喧
々

諤

（々
け
ん
け
ん
が
く
が

く
）」
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
紙
面
を
通
じ
て
市
議
会
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を

喚
起
で
き
た
な
ら
ば
幸
い

で
す
。

　
１
年
間
の
ご
愛
読
を
感

謝
し
、改
選
後
の
広
報
委

員
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
い
た

し
ま
す
。

編
集
後
記

◇◇◇市議会からのお知らせ◇◇◇

市議会定例会の日程のお知らせ
市議会の本会議会議録の検索
市議会本会議のテレビ中継

市議会本会議のインターネット中継

拡大

クリック！

クリック！

拡大

クリック！



2 月 定 例 会

　平成21年2月定例会は、2月23日から3月19日までの25日間の会期で開催されました。

今定例会では、平成20年度一般会計ほか6会計の補正予算をはじめ、平成21年度一般・特別・企業の各会

計予算、袋井市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定など44議案と4件の報告、議員から提出さ

れた3議案が上程され、採決の結果、いずれも原案のとおり可決・承認されました。

　なお、市政に対する一般質問は、13人の議員が市長の見解をただしました。

2月定例会 

一
般
会
計
予
算

　
新
年
度
の
予
算
額
は
2
8
9
億
8，
0
0
0
万
円
で
、前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す

る
と
2.

4
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
市
民
1
人
当
た
り
の
予
算
は
、3
3
2，
5
8

0
円
と
な
り
ま
す
。（
平
成
21
年
3
月
1
日
現
在
人
口
に
よ
る
）

特
別
会
計
予
算

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
1
5
2
億
6，
8
6
0

万
円
で
、介
護
保
険
給
付
費
や
管
渠
等
建
設
費
の
増
額
に
よ
り
前
年
度
比
0.

3
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
予
算

　
水
道
事
業
と
病
院
事
業
の
企
業
会
計
予
算
総
額
は
、8
4
億
9，
1
0
0
万
円
で
、前

年
度
と
比
較
す
る
と
4.

3
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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井
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防
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土地区画整理事業が進む田原地区

〔
主
な
新
規
事
業
〕

条
例

●
袋
井
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
介
護
保
険
の
※

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制

す
る
た
め
、国
か
ら
当
該
対
策
に
係
る
財
政
措
置
と
し
て
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
交
付
金

を
基
金
と
し
て
設
置
し
、運
用
を
図
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
公
文
書
の
公
開
請
求
に
お
け
る
非
公
開
と
す
る
個
人
情
報
の

定
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、公
開
手
続
き
の
迅
速
か
つ
的
確
な

対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
個
人
市
民
税
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
に
つ
い
て
、県
の
指

定
に
合
わ
せ
必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
申
請
手

数
料
を
追
加
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
労
働
者
の
雇
用
や
福
祉
対
策
の
更
な
る
充
実
促
進
を
図
る
た

め
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
転
用
し
、一
体
的
な
施
設
運
営
に
よ

り
、施
設
の
利
用
促
進
を
目
指
す
た
め
、関
係
す
る
条
例
に
つ
い

て
必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育

事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、扶
養
義
務
者
の
い
な
い
児
童
に

つ
い
て
、国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
適
用
除
外
と
す
る
た
め

必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

《
制
定
》

《
改
正
》
主
な
も
の

（
会
派
よ
り
）

討

論

一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

  

反
対
す
る  

「
日
本
共
産
党
」

　
本
予
算
は
、子
育
て
支
援
や
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
、

環
境
の
取
組
、農
地
・
農
業
の
問
題
に
対
す
る
対
策
が

不
十
分
で
あ
り
、国
本
地
区
整
備
や
小
笠
山
山
麓
調

査
、産
業
立
地
事
業
な
ど
の
予
算
が
大
き
く
、全
体
と

し
て
開
発
優
先
型
の
予
算
で
あ
る
。
現
在
、地
方
自
治

体
の
財
政
を
巡
る
状
況
は
、大
変
厳
し
く
、市
民
生
活

の
状
況
も
収
入
の
減
少
、物
価
上
昇
、定
率
減
税
の
廃

止
・
控
除
の
減
少
な
ど
で
負
担
が
ふ
え
生
活
が
大
変

苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ

取
組
も
地
方
自
治
体
と
し
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
る
中
、地
方
自
治
体
の
行
政
運
営
は
、開
発
土

建
型
か
ら
福
祉
や
く
ら
し
、環
境
が
優
先
さ
れ
る
方

向
へ
大
き
く
転
換
す
べ
き
で
あ
り
、本
予
算
は
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

賛
成
す
る  

「
市
政
ふ
く
ろ
い
」

　
本
予
算
は
、前
年
度
よ
り
2.

4
％
増
の
景
気
対
応

型
予
算
で
あ
り
、経
済
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
主

財
源
を
5
8.

4
％
予
算
化
し
た
。一
方
で
依
存
財
源

を
4
1.

6
％
と
最
大
限
確
保
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に

切
れ
目
の
な
い
事
務
事
業
が
で
き
る
財
源
に
責
任
を

持
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、歳
出
で
は
、消
費
的
経
費
を
極
力
抑
え
て
、

メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
、山
梨
幼
稚
園
建
設
事
業

な
ど
投
資
的
経
費
を
前
年
度
対
比
4.

7
％
増
と
し
、

活
性
化
が
伺
え
る
。
社
会
資
本
投
資
が
遅
れ
て
い

る
本
市
に
と
っ
て
、秩
序
あ
る
税
財
源
の
確
保
が
大

切
で
あ
り
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

新年度各会計予算は
いずれも可決

※
市
内
に
住
所
の
あ
る
65
才
以
上
の
方

※定例会規則改正により、本年より2月定例会となりました。

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより
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人
市
民
税
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
に
つ
い
て
、県
の
指

定
に
合
わ
せ
必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
申
請
手

数
料
を
追
加
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
労
働
者
の
雇
用
や
福
祉
対
策
の
更
な
る
充
実
促
進
を
図
る
た

め
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
転
用
し
、一
体
的
な
施
設
運
営
に
よ

り
、施
設
の
利
用
促
進
を
目
指
す
た
め
、関
係
す
る
条
例
に
つ
い

て
必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育

事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、扶
養
義
務
者
の
い
な
い
児
童
に

つ
い
て
、国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
適
用
除
外
と
す
る
た
め

必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

《
制
定
》

《
改
正
》
主
な
も
の

（
会
派
よ
り
）

討

論

一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

  

反
対
す
る  

「
日
本
共
産
党
」

　
本
予
算
は
、子
育
て
支
援
や
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
、

環
境
の
取
組
、農
地
・
農
業
の
問
題
に
対
す
る
対
策
が

不
十
分
で
あ
り
、国
本
地
区
整
備
や
小
笠
山
山
麓
調

査
、産
業
立
地
事
業
な
ど
の
予
算
が
大
き
く
、全
体
と

し
て
開
発
優
先
型
の
予
算
で
あ
る
。
現
在
、地
方
自
治

体
の
財
政
を
巡
る
状
況
は
、大
変
厳
し
く
、市
民
生
活

の
状
況
も
収
入
の
減
少
、物
価
上
昇
、定
率
減
税
の
廃

止
・
控
除
の
減
少
な
ど
で
負
担
が
ふ
え
生
活
が
大
変

苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ

取
組
も
地
方
自
治
体
と
し
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
る
中
、地
方
自
治
体
の
行
政
運
営
は
、開
発
土

建
型
か
ら
福
祉
や
く
ら
し
、環
境
が
優
先
さ
れ
る
方

向
へ
大
き
く
転
換
す
べ
き
で
あ
り
、本
予
算
は
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

賛
成
す
る  

「
市
政
ふ
く
ろ
い
」

　
本
予
算
は
、前
年
度
よ
り
2.

4
％
増
の
景
気
対
応

型
予
算
で
あ
り
、経
済
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
主

財
源
を
5
8.

4
％
予
算
化
し
た
。一
方
で
依
存
財
源

を
4
1.

6
％
と
最
大
限
確
保
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に

切
れ
目
の
な
い
事
務
事
業
が
で
き
る
財
源
に
責
任
を

持
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、歳
出
で
は
、消
費
的
経
費
を
極
力
抑
え
て
、

メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
、山
梨
幼
稚
園
建
設
事
業

な
ど
投
資
的
経
費
を
前
年
度
対
比
4.

7
％
増
と
し
、

活
性
化
が
伺
え
る
。
社
会
資
本
投
資
が
遅
れ
て
い

る
本
市
に
と
っ
て
、秩
序
あ
る
税
財
源
の
確
保
が
大

切
で
あ
り
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

新年度各会計予算は
いずれも可決

※
市
内
に
住
所
の
あ
る
65
才
以
上
の
方

※定例会規則改正により、本年より2月定例会となりました。
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よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

戸塚 文彦 議員

不況対策のさらなる充実を図る
べきでは

問　消防力が極めて低い山梨（北部）地
域の消防力を高めるべく、山梨分署を設
置すべきと提案するが。 

問　いつ※パンデミックが発生してもお
かしくない状況の中、早急に対策行動計
画の策定が必要と考えるが、予定は。 

答　広域化対象市町による広域消防救急
運営計画策定作業において、設置について
検討する。

答　現在、農用地除外に向けて、地元地権
者組織化の協議を進めている。今後も、本
市の都心地域にふさわしい利便性やにぎわ
いづくりが供与できるよう取り組んでいく。

消防救急広域化に向けた枠組みに
ついては、どう考えているか

問　消防広域化推進計画においては、中
遠広域（袋井市・森町・磐田市）の枠組みで、
広域化を推進すべきと提案するが。 

答　県が示した浜松市を中心とした西部
圏域ではなく、中遠地域での広域化が最良
であると考える。

答　発生に向けての食糧備蓄や袋井市民
病院での隔離場所を踏まえ、袋井市医師会
をはじめ、関係機関と対策を検討する庁内
対策会議や関係機関連絡会議を開催する。
本年6月を目途に新型インフルエンザ行動
計画を取りまとめていく。

答　交差点改良について地権者と用地交
渉を行っており、当面の交通安全対策として、
公安委員会へ一旦停止や照明灯の設置を
要望している。

国本地区の開発の進捗状況は

新型インフルエンザ対策を検討
すべきでは

問　運営は、民営の方針であるが地元住民
の意見を尊重して進めるべきと考えるが。
　 答　幼児教育組織の一元化を図るため、す
こやか子ども課を教育委員会へ移管する。

（仮称）愛野幼保園は、あとわずか
2年間で開園できるのか

問　国本地区の開発は、着手から3年が経
過するが、どのように開発するかが市民に
見えていない。早急に業者決定のための
プロポーザルコンペを実施すべきでは。 

答　自主運行バス、新病院直行バスや愛野
駅からのバス路線の確保等について検討
する。国道以北のアクセス道路は、掛川市
との調整が必要である。

（仮称）掛川袋井新病院への交通
アクセスは

問　「新病院は遠くはなるが、不便になら
ない」の具体的施策は。 

問　緊急総合経済対策に対し、商工会議
所からさらなる支援が求められているが、
市の対応は。 

答　企業には信用保証料補助制度や借入
金利子補給制度を活用いただくとともに、
経済対策としての定額給付金、子育て応
援特別手当の支給手続きを進める。

障害者自立支援法への移行による
施設整備の方向性は

問　認定区分①～③と判断された方々の
生活、自立訓練、就労移行支援等々、グルー
プホーム、ケアホームの施設の充実は。 

答　第2期障害者福祉計画において、23
年度までに市内にグループホーム、ケアホー
ム2か所の整備を計画している。

問　浅羽岡山地内の県道磐田掛川線と
五十岡岡山線の変則交差点の信号機の
設置及び安全施策への対応はどうか。 

袋井市幼児教育等施設整備計画に沿い、民
間活力による多様な保育メニューを提供
できる幼保園の設立に向けて準備を進め、
できるだけ早期に計画をたて、地元への説
明にとりかかっていきたい。用地については、
上石野土地区画整理地内に取得できるよ
うお願いしていく。

※パンデミック（pandemic）とは、ある感染症や伝染病が
　世界的に流行すること

答　既に、入院治療や専門的な治療では、
連携を進めている。今後、新病院の建設に
あたっても磐田市立総合病院とは得意分
野の相互協力等について連携していきたい。

問　磐田市立総合病院との連携について、
どう進めていく考えなのか。 

荒廃農地対策についてはどう考えるか

答　大型工作機械も入り込めず、大規模農
家への集積も難しく、解消対策は簡単では
ないが、地元地権者をはじめ、袋井市耕作
放棄地対策協議会で検討する。

問　荒廃農地の解消対策は。また、軟弱
地盤の耕作放棄地への対応は。 

兼子 春治 議員芝田 　二 議員

浅羽地区岡山地内の変則交差点 村松地内の荒廃農地

袋井消防署浅羽分署（仮称）愛野幼保園の建設が予定されている上石野地区

変則交差点に信号機の設置及び
安全対策を

地域連携・医療連携に取り組むべき
では

袋井市内における消防力の平準化
を図るべきでは

　木 清隆 議員

一 般 質 問一 般 質 問

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより



よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

戸塚 文彦 議員

不況対策のさらなる充実を図る
べきでは

問　消防力が極めて低い山梨（北部）地
域の消防力を高めるべく、山梨分署を設
置すべきと提案するが。 

問　いつ※パンデミックが発生してもお
かしくない状況の中、早急に対策行動計
画の策定が必要と考えるが、予定は。 

答　広域化対象市町による広域消防救急
運営計画策定作業において、設置について
検討する。

答　現在、農用地除外に向けて、地元地権
者組織化の協議を進めている。今後も、本
市の都心地域にふさわしい利便性やにぎわ
いづくりが供与できるよう取り組んでいく。

消防救急広域化に向けた枠組みに
ついては、どう考えているか

問　消防広域化推進計画においては、中
遠広域（袋井市・森町・磐田市）の枠組みで、
広域化を推進すべきと提案するが。 

答　県が示した浜松市を中心とした西部
圏域ではなく、中遠地域での広域化が最良
であると考える。

答　発生に向けての食糧備蓄や袋井市民
病院での隔離場所を踏まえ、袋井市医師会
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高橋 美博 議員
の負担が大幅に軽減されている。このため
当面は導入の必要はないと判断している。

問　経済危機の最前線で、派遣切りなど
で解雇された最弱者にどれだけの補助が
されたか。 

現袋井市民病院維持に全力を
つくすべき

答　対策本部を設け、体制を強化して「市
民生活の安心・安全」と「中小企業等の活
力向上」を柱に対策を行っている。「市民
生活の安心・安全」には、相談業務など相
当の人的エネルギーをかけている。

問　周辺病院では安易な受診を抑制する
ため、時間外受診の軽症患者から特別加
算料金を徴収している。市民病院の対応
はどうか。 

答　市民病院における夜間や休日の１次救
急医療は、袋井市医師会の協力により、救
急受け入れ患者数が半減するなど、当直医

JR袋井駅舎の進捗は

緊急総合経済対策（1億100万円）
は最弱者に機能していない

問　仕事・住居ともに失った人の相談件数
はどれだけで、どう対処したか。 

答　今年度は2月18日現在70件である。
水曜日には午後8時まで相談窓口を開き、
ハローワークの就職安定資金融資事業や
雇用促進住宅の入居斡旋を紹介している。
また、袋井市社会福祉協議会の小口福祉
資金の説明や仕事先のアドバイス、公営住

問　2010年NPT再検討会議に向け核兵
器廃絶への運動が強まっている。都市・自
治体の役割も重要だが、市の取り組みは。 

問　JR袋井駅舎改築及び駅周辺整備の
事業進捗状況はどのようになっているか。 

答　戦没者への追悼と平和祈願を兼ねた
式典の開催をはじめ、袋井市遺族会の活
動支援や原水爆禁止大会への賛助等によ
り、平和活動への取り組みを推進している。
今後も、核兵器、戦争のない平和な社会の
実現に向けて努力を重ねていきたい。

答　国からルール化の通知を待っている段
階であり、21年度中に覚書変更、工事協定
締結ができるよう協議し、24年度末に供用
開始できるよう進めたい。駅南周辺整備は、
必要最小限の道路を先行させ、今年度土
地区画整理事業調査を実施している。

答　本年4月時点で約140人の入所待ち
が予想される。うち半数は認可外保育所
への入所が予想され、残り70人に対しては、
袋井南保育所の園舎増築、保育ママ事業、

子育て支援の充実を

問　市が把握している待機児童の数と解
消策をどのように考えるか。 

負担増を抑え、市民生活応援を

問　生活が苦しくなってきている今、介
護保険料、給食費、水道料金、都市計画税
など市が決めるものでも市民に負担増を
課すのか。 

答　費用負担の公平を図る必要がある。
所得に応じた軽減制度や減免措置を設け
た中で、受益者にその行政サービスに見合っ
た負担をしていただくことが基本と考えて
いる。

問　本市は、出生率が県下最上位にありな
がら出産できる施設が少ない。助産師外来
や院内助産院の開設ができないか。 

答　市民病院には、産婦人科の常勤医師
がいない。分娩で予想できない事態が起
こるリスクがあることなどから、現時点で
は院内助産院の対応は考えていない。

答　できる限りの支援に努めている。引
き続き現行の福祉制度の中で対応をして
いきたい。長期化することが予想される
ため、綿密な情報収集に努め、市としての
役割を果たしていきたい。

宅や民間の低家賃住宅の情報も紹介して
いる。

問　3月までに全国で15万8千人、県で7
万2千人が切られると見込まれているが、
市としてどう対処するか。 

広岡 宥樹 議員

平和・核兵器廃絶へ市の取り組みは

答　認証保育制度は、22年度から実施予定。
認定こども園は、本市で幼稚園と保育所
の機能を兼ね合わせた施設を整備する際
の選択肢の一つと考えている。

袋井東・若草幼稚園での預かり保育での
対応を考えている。待機児童の早期解消
に向け最善の努力をしたい。

問　認定こども園や認証保育制度を導入
してはどうか。 

問　常勤の医師が年々減少している。医師
確保の取り組み、見通しはどうか。 

答　関係大学を中心に強くお願いしている。
現市民病院の充実も図りながら新病院に
繋いでいきたい。現在は、具体的に何年に
何人の医師を派遣していただくというと
ころまで話が詰まっていない。今後、名古
屋大学、浜松医科大学を中心に話をして
いきたい。

問　合併の検討課題でもある非核平和都
市宣言で、浅羽地域の願い・思いの継承を。 

答　この宣言の重要性や必要性は、十分
に認識している。宣言する以上は、市民全
体の意向が必要である。市民の機運の高
まりを感じたときはそう遠くないうちに制
定することも考えている。

預かり保育が予定されている袋井東幼稚園 10月4日に開催された戦没者慰霊祭

袋井市民病院緊急総合経済対策の一環として設置された外国人総合相談コーナー

浅田 二郎 議員大庭 通嘉 議員

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問



高橋 美博 議員
の負担が大幅に軽減されている。このため
当面は導入の必要はないと判断している。

問　経済危機の最前線で、派遣切りなど
で解雇された最弱者にどれだけの補助が
されたか。 

現袋井市民病院維持に全力を
つくすべき

答　対策本部を設け、体制を強化して「市
民生活の安心・安全」と「中小企業等の活
力向上」を柱に対策を行っている。「市民
生活の安心・安全」には、相談業務など相
当の人的エネルギーをかけている。

問　周辺病院では安易な受診を抑制する
ため、時間外受診の軽症患者から特別加
算料金を徴収している。市民病院の対応
はどうか。 

答　市民病院における夜間や休日の１次救
急医療は、袋井市医師会の協力により、救
急受け入れ患者数が半減するなど、当直医

JR袋井駅舎の進捗は

緊急総合経済対策（1億100万円）
は最弱者に機能していない

問　仕事・住居ともに失った人の相談件数
はどれだけで、どう対処したか。 

答　今年度は2月18日現在70件である。
水曜日には午後8時まで相談窓口を開き、
ハローワークの就職安定資金融資事業や
雇用促進住宅の入居斡旋を紹介している。
また、袋井市社会福祉協議会の小口福祉
資金の説明や仕事先のアドバイス、公営住

問　2010年NPT再検討会議に向け核兵
器廃絶への運動が強まっている。都市・自
治体の役割も重要だが、市の取り組みは。 

問　JR袋井駅舎改築及び駅周辺整備の
事業進捗状況はどのようになっているか。 

答　戦没者への追悼と平和祈願を兼ねた
式典の開催をはじめ、袋井市遺族会の活
動支援や原水爆禁止大会への賛助等によ
り、平和活動への取り組みを推進している。
今後も、核兵器、戦争のない平和な社会の
実現に向けて努力を重ねていきたい。

答　国からルール化の通知を待っている段
階であり、21年度中に覚書変更、工事協定
締結ができるよう協議し、24年度末に供用
開始できるよう進めたい。駅南周辺整備は、
必要最小限の道路を先行させ、今年度土
地区画整理事業調査を実施している。

答　本年4月時点で約140人の入所待ち
が予想される。うち半数は認可外保育所
への入所が予想され、残り70人に対しては、
袋井南保育所の園舎増築、保育ママ事業、

子育て支援の充実を

問　市が把握している待機児童の数と解
消策をどのように考えるか。 

負担増を抑え、市民生活応援を

問　生活が苦しくなってきている今、介
護保険料、給食費、水道料金、都市計画税
など市が決めるものでも市民に負担増を
課すのか。 

答　費用負担の公平を図る必要がある。
所得に応じた軽減制度や減免措置を設け
た中で、受益者にその行政サービスに見合っ
た負担をしていただくことが基本と考えて
いる。

問　本市は、出生率が県下最上位にありな
がら出産できる施設が少ない。助産師外来
や院内助産院の開設ができないか。 

答　市民病院には、産婦人科の常勤医師
がいない。分娩で予想できない事態が起
こるリスクがあることなどから、現時点で
は院内助産院の対応は考えていない。

答　できる限りの支援に努めている。引
き続き現行の福祉制度の中で対応をして
いきたい。長期化することが予想される
ため、綿密な情報収集に努め、市としての
役割を果たしていきたい。

宅や民間の低家賃住宅の情報も紹介して
いる。

問　3月までに全国で15万8千人、県で7
万2千人が切られると見込まれているが、
市としてどう対処するか。 

広岡 宥樹 議員

平和・核兵器廃絶へ市の取り組みは

答　認証保育制度は、22年度から実施予定。
認定こども園は、本市で幼稚園と保育所
の機能を兼ね合わせた施設を整備する際
の選択肢の一つと考えている。

袋井東・若草幼稚園での預かり保育での
対応を考えている。待機児童の早期解消
に向け最善の努力をしたい。

問　認定こども園や認証保育制度を導入
してはどうか。 

問　常勤の医師が年々減少している。医師
確保の取り組み、見通しはどうか。 

答　関係大学を中心に強くお願いしている。
現市民病院の充実も図りながら新病院に
繋いでいきたい。現在は、具体的に何年に
何人の医師を派遣していただくというと
ころまで話が詰まっていない。今後、名古
屋大学、浜松医科大学を中心に話をして
いきたい。

問　合併の検討課題でもある非核平和都
市宣言で、浅羽地域の願い・思いの継承を。 

答　この宣言の重要性や必要性は、十分
に認識している。宣言する以上は、市民全
体の意向が必要である。市民の機運の高
まりを感じたときはそう遠くないうちに制
定することも考えている。

預かり保育が予定されている袋井東幼稚園 10月4日に開催された戦没者慰霊祭

袋井市民病院緊急総合経済対策の一環として設置された外国人総合相談コーナー

浅田 二郎 議員大庭 通嘉 議員

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問



寺井 雄二 議員

問　人口1万人以上の地域には「消防出張所
等」の建設が可能。山梨地区に出張所建設は。 

悪臭問題について改善勧告は生か
されているのか

答　消防の広域化の枠組みが決定され次
第、広域消防救急運営計画を策定し、その
中で山梨地区を含む北部地域への消防署
等の設置について検討していきたい。

問　悪臭対策として事業者に対して最も
効果的な防止方法を指導されているのか。 

答　県西部家畜保健衛生所や畜産環境対
策協議会と協議し、事業者に対し適正に実
施するよう引き続き指導徹底を図っていく。
勧告に基づいて改善を図っていくよう、粘
り強く実効性のあるものとなるように今
後も努めていきたい。

早急な対応を

消防力の強化を

問　小学6年時と比較して中学1年生の
不登校増加は確認されているのか。 

答　小学校6年生の不登校児童が平均で
8人、中学校１年生では平均20人となって
おり、平均増加率は、2.5倍である。全国
平均に比べて低いものの、中１ギャップの
傾向があるものと考えられる。

「中１ギャップ」の調査は

問　4つの基準はクリアしているか。 問　保護者の方からの意見・要望の多い
幼稚園給食導入の考えは。その導入の時
期はどうか。 答　実質収支比率は、約2％で、3～5％が

望ましい数字である。経常収支比率は、75
～80％が望ましいが、当初予算では86％。
実質公債費比率は、早期健全化の基準が25
％で、当初予算では15％程度と見込んでい
る。将来負担比率は、350％を超えると財
政健全化計画の策定が義務づけられるが、
当初予算で130％と見込んでいる。

答　袋井地区の１１園で幼稚園給食が未実
施の状況であり、袋井地区の約90％の保
護者が給食実施を希望している。近隣市
町の実態も踏まえ、学校給食センターの
施設整備にあわせて、すべての公立幼稚
園において給食を実施したいと考えている。

問　市北部地域に新しい消防署分署を設
置してほしい。新病院への搬送時間を短
縮する上でも大切なことであり、ぜひ実現
してほしい。 

答　消防の広域化の枠組みが決定され次
第、広域消防救急運営計画を策定し、その
中で北部地域への消防署等の設置につい
て検討したい。

発達障害者支援制度、発足して3年
経過した

問　発達障害者支援を年齢別、段階別の
支援実績と成果で特質すべきものは。 

答　幼年期では早期発見、学齢期では各
学校で子供の状態に応じた適切な教育を
行い、また、成年期では就労支援、老年期
では一般の高齢者と同様の支援を行う。

ＪＡ浅羽西支店廃止後の活用は

問　JＡ浅羽西支店を「子育て支援施設」
と「老人福祉施設」での活用は。 

答　子育て支援施設については、需要に
こたえている。また、老人福祉施設につい
ては、現在当地域に施設整備の計画は入っ
ていない。せっかくのまとまった土地であ
り、場所的にもいいところであるので、有
効活用できるか探っていきたい。

西浅羽地区通称七曲がり道路改善に
ついて地元への取り組みは

問　磐田掛川線が全線開通されれば交
通危険が増す。これを解消させるため地
元への話し合いが必要になるが、どのよ
うに話し合いを進めていくのか。 

答　地元の協力が事業化に向けて必要不
可欠なことと考えている。地元の状況を
踏まえて県に働きかけをしていきたいと
考えている。　

竹原 和義 議員

予算編成と財政改革について基準
内数値かどうか

答　これまで中遠聖苑では遺体の火葬を
行ってきた施設であることや、汚物炉はペッ
トを火葬する構造になっていないことから、
現施設での火葬は困難であると考えてい
る。なお、今後は施設の更新時に検討を
していきたいと考えている。

問　ペット（愛玩動物）の火葬を中遠聖苑
で行ってほしい。可愛いペットをぜひ近く
で葬っていただきたい。 

問　改善勧告が交付されたが悪臭問題
解消に生かされているのか。 

答　それぞれ改善計画が提出され、現地
調査を行ったところ計画どおり実施され
ていることを確認した。しかし、臭気指数
測定結果は、まだ規制基準を上回っている
ので、継続して改善対策を指導していき
たい。

問　行財政改革実施の状況は。 

答　指定管理者制度の活用やワンステッ
プアップ運動などの取り組みによる効果
額が１億5,160万円と算出した。今後と
も必要なサービスを最小の経費で最大の
効果が発揮できる簡素で効率的、効果的
な行政経営に努めていきたい。

浅羽南幼稚園での給食の様子 指定管理者制度で管理することとなった月見の里学遊館

県道磐田掛川線の通称七曲がり消防出張所の建設が望まれる北部地区

久野 松義 議員大場 正昭 議員

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問



寺井 雄二 議員

問　人口1万人以上の地域には「消防出張所
等」の建設が可能。山梨地区に出張所建設は。 

悪臭問題について改善勧告は生か
されているのか

答　消防の広域化の枠組みが決定され次
第、広域消防救急運営計画を策定し、その
中で山梨地区を含む北部地域への消防署
等の設置について検討していきたい。

問　悪臭対策として事業者に対して最も
効果的な防止方法を指導されているのか。 

答　県西部家畜保健衛生所や畜産環境対
策協議会と協議し、事業者に対し適正に実
施するよう引き続き指導徹底を図っていく。
勧告に基づいて改善を図っていくよう、粘
り強く実効性のあるものとなるように今
後も努めていきたい。

早急な対応を

消防力の強化を

問　小学6年時と比較して中学1年生の
不登校増加は確認されているのか。 

答　小学校6年生の不登校児童が平均で
8人、中学校１年生では平均20人となって
おり、平均増加率は、2.5倍である。全国
平均に比べて低いものの、中１ギャップの
傾向があるものと考えられる。

「中１ギャップ」の調査は

問　4つの基準はクリアしているか。 問　保護者の方からの意見・要望の多い
幼稚園給食導入の考えは。その導入の時
期はどうか。 答　実質収支比率は、約2％で、3～5％が

望ましい数字である。経常収支比率は、75
～80％が望ましいが、当初予算では86％。
実質公債費比率は、早期健全化の基準が25
％で、当初予算では15％程度と見込んでい
る。将来負担比率は、350％を超えると財
政健全化計画の策定が義務づけられるが、
当初予算で130％と見込んでいる。

答　袋井地区の１１園で幼稚園給食が未実
施の状況であり、袋井地区の約90％の保
護者が給食実施を希望している。近隣市
町の実態も踏まえ、学校給食センターの
施設整備にあわせて、すべての公立幼稚
園において給食を実施したいと考えている。

問　市北部地域に新しい消防署分署を設
置してほしい。新病院への搬送時間を短
縮する上でも大切なことであり、ぜひ実現
してほしい。 

答　消防の広域化の枠組みが決定され次
第、広域消防救急運営計画を策定し、その
中で北部地域への消防署等の設置につい
て検討したい。

発達障害者支援制度、発足して3年
経過した

問　発達障害者支援を年齢別、段階別の
支援実績と成果で特質すべきものは。 

答　幼年期では早期発見、学齢期では各
学校で子供の状態に応じた適切な教育を
行い、また、成年期では就労支援、老年期
では一般の高齢者と同様の支援を行う。

ＪＡ浅羽西支店廃止後の活用は

問　JＡ浅羽西支店を「子育て支援施設」
と「老人福祉施設」での活用は。 

答　子育て支援施設については、需要に
こたえている。また、老人福祉施設につい
ては、現在当地域に施設整備の計画は入っ
ていない。せっかくのまとまった土地であ
り、場所的にもいいところであるので、有
効活用できるか探っていきたい。

西浅羽地区通称七曲がり道路改善に
ついて地元への取り組みは

問　磐田掛川線が全線開通されれば交
通危険が増す。これを解消させるため地
元への話し合いが必要になるが、どのよ
うに話し合いを進めていくのか。 

答　地元の協力が事業化に向けて必要不
可欠なことと考えている。地元の状況を
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予算編成と財政改革について基準
内数値かどうか
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浅羽南幼稚園での給食の様子 指定管理者制度で管理することとなった月見の里学遊館

県道磐田掛川線の通称七曲がり消防出張所の建設が望まれる北部地区

久野 松義 議員大場 正昭 議員

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問



民生福祉
委員会

　
公
立
小
中
学
校
へ
の
外
国
人
児
童
生
徒
の
編
入
に
あ
た
り
、外
国

人
児
童
生
徒
初
期
支
援
教
室
に
は
、現
在
、3
名
の
支
援
員
を
配
置

し
て
い
る
。

　
外
国
人
転
入
児
童
生
徒
は
、浅
羽
支
所
2
階
の
学
校
教
育
課
に
来

庁
す
る
こ
と
か
ら
、3
階
の
支
援
教
室
を
見
学
体
験
で
き
る
利
便
性

が
あ
る
。
今
後
、外
国
人
児
童
数
が
増
加
す
れ
ば
、支
援
員
の
増
員
に

つ
い
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
21
年
度
に
社
会
福
祉
法
人
花
の

園
会
が
行
う
「
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

の
園
舎
増
築
」
に
対
し
て
建
設
費

を
補
助
す
る
。
増
築
後
の
定
員
は

30
人
ふ
え
、開
園
は
22
年
4
月
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
工
期
や
人
材

確
保
等
、運
営
法
人
側
の
課
題
も

考
え
ら
れ
る
が
、で
き
る
限
り
早

く
待
機
児
童
を
減
ら
す
た
め
、年

度
中
に
開
園
い
た
だ
け
る
よ
う
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
介
護
報
酬
の
改
定
は
、制
度
の
持
続
を
可
能
に
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、国
に
お
い
て
も
様
々
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
推
移
を
見
な
が
ら
、処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、地
域
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
方
向
づ
け

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、意
見
の
取
り
ま
と
め
な
ど
の
支
援
業
務
を
委

託
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
現
在
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
や
団
体
の
方
か
ら
意
見
を
聞
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

建設経済
委員会

建設経済
委員会

メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
は
、南
部
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
風
土
や
市
民
意
識
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
な
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
箇
所
が
2
カ
所
決
ま
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
か
。

今
後
の
設
置
予
定
は
。

総務文教
委員会

浅
羽
支
所
に
て
実
施
す
る
外
国
人
児
童
生
徒
初
期
支

援
教
室
の
体
制
は
十
分
か
。

総務文教
委員会

静
岡
県
耐
震
診
断
補
強
相
談
士
に
よ
る
わ
が
家
の
専

門
家
診
断
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

介
護
従
事
者
へ
の
処
遇
改
善
の
た
め
、介
護
報
酬
を
3
％

プ
ラ
ス
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、本
当
に
介
護
従
事
者

の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
の
か
。

保育室増築が予定されている袋井南保育所

ウォーキングステーション（千鳥ヶ谷池駐車場）

耐震診断補強相談窓口

民生福祉
委員会

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、21
年
度
は
主
に
「
南
保
育
所
園
舎
の

増
築
」
、「
保
育
マ
マ
事
業
」
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、年
度

中
、さ
ら
に
待
機
児
童
を
減
ら
す
施
策
を
行
う
意
向
が
あ
る
か
。

　
5
年
間
で
お
お
む
ね
10
カ
所
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
設
置

箇
所
の
決
定
時
期
は
早
い
う
ち
に

県
へ
報
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
予
算
編
成
前
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
自
治

会
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

主要事業の事業達成目標年度は

問　JR袋井駅舎の開業時期は。 

答　国と鉄道事業者の自由通路の整備及び管
理のルール化の協議結果の正式な要綱がで
き上がった段階で、新たなルールにのっとり、
21年度中に覚書の変更と工事協定の締結が
できるよう協議を進めている。その後、詳細設
計を行い、工事着手し、24年度末までに供用
開始ができるよう全力で取り組んでいきたい。

問　墓地公園整備の達成年度は。 

答　候補地の絞り込みが難しい状況にある。
しかし墓地公園については袋井市に今必要な
ものであるので、21年度中には候補地を確定
するための地元調整を終えて、23年度中の
完成に向けて推進を図っていきたい。

答　地権者の意思統一がされたらプロポーザ
ルコンペができる状態になる。地権者の意思
統一を図るため、市としてもより積極的なアプ
ローチをしていきたいと考えている。

問　国本地区まちづくり、商業施設整備の
年度は。 

伊豫田 貞雄 議員

早期の工事着手が望まれるＪＲ袋井駅舎

任常 委 員会任常 委 員会 レ ポ ー トレ ポ ー ト
平成21年度一般会計・特別会計予算などの議案を各常任委員会で審査しました。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の

向
上
を
図
る
た
め
、わ
が

家
の
専
門
家
診
断
を
実
施

済
み
で
、耐
震
補
強
工
事

未
実
施
の
家
屋
に
つ
い
て
、

静
岡
県
耐
震
診
断
補
強
相

談
士
に
戸
別
訪
問
を
依
頼

し
、住
宅
耐
震
化
相
談
支

援
事
業
を
継
続
し
て
実
施

す
る
。

ふくろい市議会だよりふくろい市議会だより
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NO.20
きれいな花びら見て見て！
　4月2日桜の花が満開の南保育所では、春の穏やかな青空の下、「待ってました」と子どもたちが保育室から飛び出してきました。

楽しみにしていたあこがれの年長さんになれてとてもうれしそうでした。

2月定例会の概要

市政に対する一般質問

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp

ソイインキ（大豆油インキ）を
使用しています。

市議会
だより

ふ く ろ い

市議会
だより

ふ く ろ い

常任委員会レポート

平成21年4月15日
NO.20

5月臨時会、6月定例会のお知らせ・意見書 ほか

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機
を利用し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機を用意して
いますので、議会事務局へ声をおかけください。

【場　所】 市役所5階議場または各委員会室
【時　間】  午前9時から
 （6月定例会の最終日については、
　　　　  午後1時30分からを予定しています。）
【日　程】 ＜5月臨時会＞
 5月 14日 （木） 議長選挙、常任委員の選任等

 ＜6月定例会＞
 6月 2日 （火） 開会、議案の説明
  9日 （火） 市政に対する一般質問
  10日 （水） 市政に対する一般質問
  11日 （木） 市政に対する一般質問
  15日 （月） 議案の審査（常任委員会）
  　　16日 （火） 議案の審査（常任委員会）
　　　　　　 23日 （火） 委員長報告～採決、閉会

市議会のライブ中継を行っています

発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成21年4月15日

当日、市役所5階の議会事務局
で受付をします。

あなたも議会を傍聴してみませんか

市ホームページへアクセス！

　予想される東海地震に備えて、地震防災対策強化地域の関

係地方公共団体は、地震対策緊急整備事業計画に基づき、地震

対策を講じているところである。

　この計画は平成21年度末で期限切れを迎えるが、限られた

期間内に緊急に整備すべき必要最小限の事業をもって策定さ

れていることから、今後実施すべき事業が数多く残されている。

　また、近年の国内外における大地震により得られた教訓を踏

まえ、公共施設の耐震化、避難地・避難路の整備等をより一層推

進する必要が生じている。

　したがって、東海地震による災害から地域住民の生命と財産

の安全を確保するためには、地震対策緊急整備事業計画の充

実と期間の延長を図り、地震対策の一層の充実に努めていかな

ければならない。

　よって国においては、地震対策緊急整備事業計画の根拠となっ

ている「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事

業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の延長について、

特段の配慮をされるよう強く要望する。

衆・参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣他あてに提出しました。

意 見 書（要 旨）

会議録が検索できます

地震財特法の延長に関する意見書

5月臨時会、6月定例会は次のとおり行う予定です。

　
今
期
最
後
の
「
市
議
会

だ
よ
り
」
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。

　
シ
ン
プ
ル
で
読
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
を
目
標
と

し
て
、広
報
委
員
一
同「
喧
々

諤

（々
け
ん
け
ん
が
く
が

く
）」
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
紙
面
を
通
じ
て
市
議
会
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を

喚
起
で
き
た
な
ら
ば
幸
い

で
す
。

　
１
年
間
の
ご
愛
読
を
感

謝
し
、改
選
後
の
広
報
委

員
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
い
た

し
ま
す
。

編
集
後
記

◇◇◇市議会からのお知らせ◇◇◇

市議会定例会の日程のお知らせ
市議会の本会議会議録の検索
市議会本会議のテレビ中継

市議会本会議のインターネット中継

拡大

クリック！

クリック！

拡大

クリック！


